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となる考え方が、 Briggs らにより示されている。 Briggs らは TSCF (Transpiration StI'eam Concentration Factor) 
という係数を用いて、非解離性農薬の根からの受動的な取り込み効率を示している。
TSCF=(蒸散流中の農薬濃度)/(根を取り囲む水溶液中の農薬濃度)
植物の根を取り囲む水溶液中の農薬濃度を Cw とした場合、蒸散流中に溶解する農薬濃度は TSCF ・ Cw (g/m3 ) 、時間
当たりに植物に取り込まれる農薬量 (g/s) は TSCF ・ Cw'Qw と表される。ここで、 Qw は蒸散流量 (m3/s) である。





=(φ ・ λ r) XTSCFXγxCw>く Qや
ここで λf は分解速度定数、 γ は蒸散流中の全化合物量に占める親化合物の割合、 φ は揮散等による消失割合であ
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る。代謝・分解パラメータ (λf、 γ) については親化合物の減少割合と時間との間の擬一次反応式を最小二乗法によ
り求めることで取得した。
ln(C/100) = -λt+s 
γ: t=O のときの C/I00 (=蒸散流中の全化合物量に占める親化合物の割合)
非解離性農薬 6 剤を使用し、ダイズとホウレンソウにて茎葉部モデルの Validation を実施したところ、予測値と実
測値の比は 0.44・1.49 と良好な結果が得られた。特に代謝・分解を受けやすい農薬については、代謝・分解に関する
パラメータ (λ 、 γ) を新たに導入することにより予測値に大きな改善が認められた。なお、代謝・分解パラメータ
を求める簡易的な実験方法についても今回新たに創出し、提案した。
②実部モデルについて農薬の取り込み速度として数式化すると、
Is = a X QsX UTSCF XγXCw一 λsxCs>く Vs
ここで Qs は一定時間当たりの実部に流入する水の全、流量、 a はものうち導管経由で流入する水の割合、 UTSCF
は UpstreamTranspiration Stream Concentration Factor、 λs.Cs ・ Vs は実部での代謝・分解による農薬の消失量で
ある。
非解離性農薬 6 剤を使用し、ダイズにて実部モデ、ノレの Validation を実施したところ、予測値と実測値の比は







ここで、 ERCF は EdibleRoot Concentration Factor、 A は収穫時の根部表層 (root peels) 重量 (g) 、 Z は根部表
層面積 (cm2) 、 ψ はコンダクタンス、 C は蒸散流のうち根部に移行する(留まる)割合、 λr ・ Cr ・ Vr は根部での代謝・
分解による農薬の消失量である。
非解離性農薬 2剤を使用し、ダイコンにて根菜類根部モデルの Validation を実施したところ、予測値と実測値の比
は 0.75- 1.38 と良好な結果が得られた。特に根部への取り込みの主経路としては(1)蒸散流を通じた根毛からの取り込










は従来法に比較して大幅に改良されていることを示し、根部モデ、ルについても予測値/実測値が 0.75・1. 3 であること
を示した。さらに根部への取り込みには農薬の水・オクタノール分配係数が大きく寄与することを明らかにした。
以上の成果は、単に農薬の取り込み・残留量を予測する簡便な手法を開発しただけではなく、農薬のリスクアセス
メントに関する有益な知見を明らかにしたものであり、学術的にも社会的にも高く評価され、博士(薬学)学位論文
として充分価値あるものと認められる。
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